
令和元年度 教育事業実施報告                                                                         

   

                      国立沖縄青少年交流の家 

 

１ 教育事業名  「いきいき自然体験キャンプ」～自然にふれ、人とかかわり、新しい自分に気づく旅～ 

２ ね ら い  心因性の不登校児童生徒に対して、渡嘉敷島の大自然の中で日常と離れ、各教室の児童生

徒と生活・行動し、安心できる環境の中で自然体験・宿泊体験・交流体験などをすること

で、心身を解放させる。そして自分の新しい一面に気づくことで、日常生活において前進

するきっかけとなることを目的とする。  

３ 期   日  令和元年９月１０日（火）～９月１３日（金） ３泊４日 

４ 場   所  国立沖縄青少年交流の家 

５ 募 集 定 員  県内適応指導教室等に通級する児童生徒（小・中・高）５０名程度 

  児童生徒の関係者（適応指導教室職員・保護者等）  ２０名程度 

６ 参 加 人 数  ３４名 

７ 参加者内訳  小学生３名・中学生１３名・適応指導教室引率職員１８名 （男性１７名、女性１７名） 

８ 講   師  ・照屋 寛信氏（手作り遊び工房ふぁーかんだー）  クラフト・野外活動指導    

          ・森 有紀子氏（スノーケリング公認指導員）スノーケリング指導 

         ・比嘉 康裕氏（スノーケリング公認指導員）スノーケリング指導 

・米田 英明氏（渡嘉敷村通信員）平和学習講師 

９ 実施プログラム 

 

10 事業の様子  
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ハナリ島でスノーケル体験         平和学習         みんなでチャレンジゲーム 

 

11 エピソード（参加者の声、アンケートより） 

【参加者の声】 

・いろいろな生き物を見ることができて、さんごもきれいだった。 

・班の人と話せたのでよかった。 

・いろいろ初めての体験がたくさんできた。 

・人と話すのが苦手だったけど何回かやっていくうちになれたからよかった。 

・火をつけるのは大変だったけど、つけた後の達成感がよかった。野外炊事楽しかった。 

・ハナリ島チャレンジはつかれたけど、みんなそれで息が合い、みんなの仲が深まったと思う。 

・ごはんはおいしかったけど、火おこしや煙などできつかった。 

【自分が自信をもって出来たこと】 

・スノーケリング 

・発表をがんばった。 

・早寝早起きができるようになった。 

・他の教室の人と話ができた。 

・料理と行動力。 

・自分の力。 

・たくさんあったけど、うまく書けない。 

・正直に自分の思っていることを言えたこと。 

 

12 担当者所見 

（１） 成果 

・はじめは他の児童生徒との関わりに消極的だった生徒が、事業が進むにつれて本人なりの距離感で関

わっていけるようになるなど、自分から周りの人に話しかけ、笑顔で過ごす児童生徒が増えてきた。 

・天候に恵まれ、すべての日程を計画通り活動できたことで、児童生徒が心身を解放させながら渡嘉敷

島の自然を楽しみ、自然に感動する姿が見られた。 

・児童生徒、引率職員、講師、交流の家職員が連携・協力しながら取り組んだことで、どの活動も笑顔

があふれる充実したものになった。 

・事業を通して子供達は互いに協力し合い、語り合い、交流していく中でそれぞれ新たな自分を見つけ

ることができ、自信をもつことができた。 

・事業後も、日常生活において少し声を大きく出せるようになったり、気持ちが前向きになってチャレ

ンジ登校や通級日数も増えてくるなど、少しずつ前進するきっかけにつながっている。 

 

（２）課題 

   ・参加者が１６名と少なかったため、次年度は参加者を増やすための取り組みをする必要がある。 

・児童生徒の中にはプログラムや活動が多い場面で戸惑っている姿も見られたので、安心して活動でき

るよう、ゆとりを持たせたプログラムの設定をしていく必要がある。 

                                       


